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※注 1 

 履修方法の詳細については、入学時に配付される「履修要項」を参照してください。 

※注 2  

授業時間割および授業教室等は変更になることがあります。 



【MBA】  2024年度　曜日別授業実施日【〇〇】

月 火 水 木 金 土 日
18 19 20  春分の日 21 22 23 学習指導期間 24

ｷｯｸｵﾌｾﾐﾅｰ
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 入学式 7
①② ①② ①② ①② ①② ①②

8 9 10 11 12 13 14
③④ ③④ ③④ ③④ ③④ ③④

15 16 17 18 19 20 21
⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥

22 23 24 25 26 27 28
⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧

29 昭和の日 30 臨時休業 1 臨時休業 2 臨時休業 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日

6 振替休日 7 8 9 10 11 12
⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩

13 14 15 16 17 18 19
⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫

20 21 22 23 24 25 26
⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭

27 28 29 30 31 1 M1補講(1)(2) 2 M1補講(1)(2)

M1補講(1)(2) M1補講(1)(2) M1補講(1)(2) M1補講(1)(2) 論文・課題研究の中間発表

3 4 5 6 7 8 9
M1補講(3)(4) M1補講(3)(4) M1補講(3)(4) M1補講(3)(4) ①② ①②

10 11 12 13 14 15 16
①② ①② ①② ①② ③④ ③④

17 18 19 20 21 22 23
③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥

24 25 26 27 28 29 30
⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧

1 2 3 4 5 6 7
⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩

8 創立記念日 9 10 11 12 13 14
⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫

15 海の日 16 17 18 19 20 21
⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭

22 23 24 25 26 27 28
⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M2補講(1)(2) M2補講(1)(2)

29 30 31 1 2 3 口頭試問ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ 4 口頭試問

M2補講(1)(2) M2補講(1)(2) M2補講(1)(2) M2補講(1)(2) 成果発表大会・ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ
5 6 7 8 9 10 11 山の日
夏季休業開始
12 振替休日 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 学習指導期間 8
ｷｯｸｵﾌｾﾐﾅｰ

9 10 11 12 13 14 ﾗｯﾌﾟｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 15
入学式・修了式

※4月6日は、入学式実施のため、3・4時限目の授業時間割が変更となり、5・6時限目は休講となります。
※4月29日～5月6日休講期間

履修申請期間
履修変更期間
履修中止期間

6月8日～6月14日
4月12日～4月14日 6月19日～6月21日

９月

前期前半（M1） 前期後半（M2)

4月2日～4月7日

８月

６月

前期
後半
（M2）

７月

3月

前期
前半
（M１）

４月

５月

【MBA】  2024年度　曜日別授業実施日【〇〇】

月 火 水 木 金 土 日
18 19 20  春分の日 21 22 23 学習指導期間 24

ｷｯｸｵﾌｾﾐﾅｰ
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 入学式 7
①② ①② ①② ①② ①② ①②

8 9 10 11 12 13 14
③④ ③④ ③④ ③④ ③④ ③④

15 16 17 18 19 20 21
⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥

22 23 24 25 26 27 28
⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧

29 昭和の日 30 臨時休業 1 臨時休業 2 臨時休業 3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日

6 振替休日 7 8 9 10 11 12
⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩

13 14 15 16 17 18 19
⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫

20 21 22 23 24 25 26
⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭

27 28 29 30 31 1 M1補講(1)(2) 2 M1補講(1)(2)

M1補講(1)(2) M1補講(1)(2) M1補講(1)(2) M1補講(1)(2) 論文・課題研究の中間発表

3 4 5 6 7 8 9
M1補講(3)(4) M1補講(3)(4) M1補講(3)(4) M1補講(3)(4) ①② ①②

10 11 12 13 14 15 16
①② ①② ①② ①② ③④ ③④

17 18 19 20 21 22 23
③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥

24 25 26 27 28 29 30
⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧

1 2 3 4 5 6 7
⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩

8 創立記念日 9 10 11 12 13 14
⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫

15 海の日 16 17 18 19 20 21
⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭

22 23 24 25 26 27 28
⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M2補講(1)(2) M2補講(1)(2)

29 30 31 1 2 3 口頭試問ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ 4 口頭試問

M2補講(1)(2) M2補講(1)(2) M2補講(1)(2) M2補講(1)(2) 成果発表大会・ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ
5 6 7 8 9 10 11 山の日
夏季休業開始
12 振替休日 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 学習指導期間 8
ｷｯｸｵﾌｾﾐﾅｰ

9 10 11 12 13 14 ﾗｯﾌﾟｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 15
入学式・修了式

※4月6日は、入学式実施のため、3・4時限目の授業時間割が変更となり、5・6時限目は休講となります。
※4月29日～5月6日休講期間

履修申請期間

履修変更期間

履修中止期間

3月

前期
前半
（M１）

４月

５月

６月

前期
後半
（M2）

７月

８月

９月

前期前半（M1） 前期後半（M2)

4月2日～4月7日

6月8日～6月14日

4月12日～4月14日 6月19日～6月21日

前期

1



【MBA】  2024年度　曜日別授業実施日【〇〇】
授業実施日
祝日の授業実施日
休業日（授業の実施なし）
その他の色は、記載内容を参照。

月 火 水 木 金 土 日
16 敬老の日 17 18 19 20 21 授業開始 22 秋分の日

夏季休業終了 ①② ①②
23 振替休日 24 25 26 27 28 29

①② ①② ①② ①② ③④ ③④
30 1 2 3 4 5 6

③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥
7 8 9 10 11 12 13

⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧
14 スポーツの日 15 16 17 18 19 20

⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩
21 22 23 24 25 26 27

⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫
28 29 30 31 1 2 3 文化の日

⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭
4 5 6 7 8 9 10

⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M3補講(1)(2) M3補講(1)(2)
11 12 13 14 15 16 M3補講(3)(4) 17 M3補講(3)(4)

M3補講(1)(2) M3補講(1)(2) M3補講(3)(4) M3補講(1)(2) 論文・課題研究の中間発表

18 19 20 21 22 23 勤労感謝の日 24
M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) ①② ①②

25 26 27 28 29 30 1
①② ①② ①② ①② ③④ ③④

2 3 4 5 6 7 8
③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥

9 10 11 12 13 14 15
⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧

16 17 18 19 20 21 22
⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩

23 24 25 26 27 28 29
冬季休業開始
30 31 1 元旦 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
冬季休業終了 ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫
13 成人の日 14 15 16 17 18 19

⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭
20 21 22 23 24 25 26

⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M4補講(1)(2) M4補講(1)(2)
27 28 29 30 31 1 口頭試問ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ 2 口頭試問

M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) 成果発表大会・ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ
3 春季休業開始 4 5 6 7 8 9

10 11 建国記念の日 12 13 14 15 16
春季集中講義（2/12～14・16） 駿河台入試 春季集中講義

17 18 19 20 21 22 23 天皇誕生日

24 振替休日 25 26 27 28 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
修了式

17 18 19 20 春分の日 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 ※修了式は3月16日実施予定です。詳細決定次第公式Webサイト等でお知らせします。
春季休業終了

履修申請期間
履修変更期間

履修中止期間 10月2日～10月4日 12月4日～12月6日

後期後半（M4)・春季集中講義
9月21日～9月27日

11月23日～11月29日

３月

後期前半（M3）

２月

春季集中講義（2/4～9）

１２月

１月

９月

後期
前半
（M3）１０月

１１月

後期
後半
（M4）

【MBA】  2024年度　曜日別授業実施日【〇〇】
授業実施日
祝日の授業実施日
休業日（授業の実施なし）
その他の色は、記載内容を参照

月 火 水 木 金 土 日
16 敬老の日 17 18 19 20 21 授業開始 22 秋分の日

夏季休業終了 ①② ①②
23 振替休日 24 25 26 27 28 29

①② ①② ①② ①② ③④ ③④
30 1 2 3 4 5 6

③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥
7 8 9 10 11 12 13

⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧
14 スポーツの日 15 16 17 18 19 20

⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩
21 22 23 24 25 26 27

⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫
28 29 30 31 1 2 3 文化の日

⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭
4 5 6 7 8 9 10

⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M3補講(1)(2) M3補講(1)(2)
11 12 13 14 15 16 M3補講(3)(4) 17 M3補講(3)(4)

M3補講(1)(2) M3補講(1)(2) M3補講(3)(4) M3補講(1)(2) 論文・課題研究の中間発表

18 19 20 21 22 23 勤労感謝の日 24
M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) ①② ①②

25 26 27 28 29 30 1
①② ①② ①② ①② ③④ ③④

2 3 4 5 6 7 8
③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥

9 10 11 12 13 14 15
⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧

16 17 18 19 20 21 22
⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩

23 24 25 26 27 28 29
冬季休業開始
30 31 1 元旦 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
冬季休業終了 ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫
13 成人の日 14 15 16 17 18 19

⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭
20 21 22 23 24 25 26

⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M4補講(1)(2) M4補講(1)(2)
27 28 29 30 31 1 口頭試問ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ 2 口頭試問

M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) 成果発表大会・ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ
3 春季休業開始 4 5 6 7 8 9

10 11 建国記念の日 12 13 14 15 16
春季集中講義（2/12～14・16） 駿河台入試 春季集中講義

17 18 19 20 21 22 23 天皇誕生日

24 振替休日 25 26 27 28 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
修了式

17 18 19 20 春分の日 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 ※修了式は3月16日実施予定です。詳細決定次第公式Webサイト等でお知らせします。

春季休業終了

履修申請期間

履修変更期間

履修中止期間

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

春季集中講義（2/4～9）

３月

後期前半（M3）

10月2日～10月4日 12月4日～12月6日

後期後半（M4)・春季集中講義

9月21日～9月27日

11月23日～11月29日

【MBA】  2024年度　曜日別授業実施日【〇〇】
授業実施日
祝日の授業実施日
休業日（授業の実施なし）
その他の色は、記載内容を参照。

月 火 水 木 金 土 日
16 敬老の日 17 18 19 20 21 授業開始 22 秋分の日

夏季休業終了 ①② ①②
23 振替休日 24 25 26 27 28 29

①② ①② ①② ①② ③④ ③④
30 1 2 3 4 5 6

③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥
7 8 9 10 11 12 13

⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧
14 スポーツの日 15 16 17 18 19 20

⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩
21 22 23 24 25 26 27

⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫
28 29 30 31 1 2 3 文化の日

⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭
4 5 6 7 8 9 10

⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M3補講(1)(2) M3補講(1)(2)
11 12 13 14 15 16 M3補講(3)(4) 17 M3補講(3)(4)

M3補講(1)(2) M3補講(1)(2) M3補講(3)(4) M3補講(1)(2) 論文・課題研究の中間発表

18 19 20 21 22 23 勤労感謝の日 24
M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) M3補講(3)(4) ①② ①②

25 26 27 28 29 30 1
①② ①② ①② ①② ③④ ③④

2 3 4 5 6 7 8
③④ ③④ ③④ ③④ ⑤⑥ ⑤⑥

9 10 11 12 13 14 15
⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑤⑥ ⑦⑧ ⑦⑧

16 17 18 19 20 21 22
⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑦⑧ ⑨⑩ ⑨⑩

23 24 25 26 27 28 29
冬季休業開始
30 31 1 元旦 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
冬季休業終了 ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑨⑩ ⑪⑫ ⑪⑫
13 成人の日 14 15 16 17 18 19

⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑪⑫ ⑬⑭ ⑬⑭
20 21 22 23 24 25 26

⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ ⑬⑭ M4補講(1)(2) M4補講(1)(2)
27 28 29 30 31 1 口頭試問ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ 2 口頭試問

M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) M4補講(1)(2) 成果発表大会・ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ
3 春季休業開始 4 5 6 7 8 9

10 11 建国記念の日 12 13 14 15 16
春季集中講義（2/12～14・16） 駿河台入試 春季集中講義

17 18 19 20 21 22 23 天皇誕生日

24 振替休日 25 26 27 28 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
修了式

17 18 19 20 春分の日 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 ※修了式は3月16日実施予定です。詳細決定次第公式Webサイト等でお知らせします。
春季休業終了

履修申請期間
履修変更期間

履修中止期間 10月2日～10月4日 12月4日～12月6日

後期後半（M4)・春季集中講義
9月21日～9月27日

11月23日～11月29日

３月

後期前半（M3）

２月

春季集中講義（2/4～9）

１２月

１月

９月

後期
前半
（M3）１０月

１１月

後期
後半
（M4）

後期

2



☆2024年度カリキュラム改正に伴うカリキュラム移行表

掲載 設置科目群
年
次

単
位 2024年度生カリキュラム 設置科目群

年
次

単
位 2023年度生カリキュラム 設置科目群

年
次

単
位 2022年度生カリキュラム 設置科目群

年
次

単
位 2021年度生カリキュラム

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ←

← ←

←

←

←

←

←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

← ← ←

☆2024年度カリキュラム改正内容
変更項目 変更後（2024年） 変更項目 変更後（2022年） 変更後（2021年）

・発展科目
の修了要件変更

3科目6単位選択必修
→2科目4単位選択必修

←

・専門基礎⇒基礎科目
の修了要件変更
の修了要件変更

7科目14単位必修 ←

（共通・戦略）
２科目４単位必修

（マーケティング・人的資源管理・ファイナン
ス・経営法務）

選択した専門分野の科目を含む１科目２単
位選択必修

・基礎科目の配当年次
の変更

1・2年次⇒1年次

発展科目区分の選択
必修科目への変更・発
展科目修了要件変更
の修了要件変更

アントレプレナーシップとビジネス
プランニング（2単位必修）、その他

３科目６単位選択必修
←

専門コア（マーケティング・人的資源管
理・ファイナンス・経営法務）

選択した専門分野から２科目４単位を
含む４科目８単位選択必修

・発展科目「アントレプ
レナーシップと
ビジネスプランニング
」の配当年次の変更

1・2年次⇒2年次 論文区分の名称変更 プロジェクト研究科目 ← 論文

区分の名称変更
専門基礎→基礎科目（Basic
Subject）

←
専門基礎→基礎科目（Basic
Subject）

2 経営法務特別研究（財務行政とその
課題）

専門科目（経営法務） 1・2

専門科目（特別講義） 1・2 2 フィールドラーニング（ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

専門科目（特別講義） 1・2 フィールドラーニング（ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

専門選択（特別講義） 1・2 2 フィールドラーニング（ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

2 フィールドラーニング（ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

1・2 2

経営法務特別研究（財務行政とその
課題）

専門選択（マーケティング） 1・2 2
マーケティング特別研究（サービス・

マーケティング）

2 経営法務特別研究（財務行政とその
課題）

専門選択（経営法務） 1・2

1・2 2
マーケティング特別研究（サービス・

マーケティング）

専門科目（経営法務） 1・2 2 経営法務特別研究（財務行政とその
課題）

専門科目（経営法務） 1・2 2

専門選択（特別講義） 1・2 2 日本企業の人材マネジメント

専門科目（マーケティング） 1・2 2
マーケティング特別研究（サービス・

マーケティング）
専門科目（マーケティング） 1・2

2 日本企業の人材マネジメント

専門科目（特別講義）

1・2 2 日本企業の人材マネジメント専門科目（特別講義）

2
マーケティング特別研究（サービス・

マーケティング）
専門科目（マーケティング）

専門科目（人的） 1・2 2 日本企業の人材マネジメント 専門科目（特別講義） 1・2

履修できません

専門科目（特別講義） 1・2 2
特別講義（ネットワーク時代のセキュ

リティとガバナンスを考える）

専門科目（戦略） 1・2 2 アライアンス戦略論

専門科目（戦略） 1・2 2 新興国ビジネス戦略

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

基礎科目（共通） 1・2 2 アントレプレナーシップの実践

専門科目（特別講義） 1・2 2
フィールドラーニング（カスタマー・リ

レーションシップ・マネジメント）

発展科目（共通） 1・2 2 アントレプレナーシップとビジネスプランニング

基礎科目（共通） 1・2 2 現代社会の経済学

専門科目（戦略） 1・2 2
戦略特別研究（ヘルスケア産業にお

ける企業・財務分析）

専門科目（ファイナンス） 1・2 2 インベストメントと企業リスク管理

専門科目（経営法務） 1・2 2 グローバル経営法務

発展科目（ファイナンス） 1・2 2 コーポレートファイナンスと企業戦略

専門科目（戦略） 1・2 2 デジタル変革時代の経営戦略

専門科目（戦略） 1・2 2 サプライチェーンマネジメント

専門科目（経営法務） 1・2 2 知的財産戦略と法実務

基礎科目（戦略） 1・2 2 経営戦略論

基礎科目（人的） 1・2 2 人的資源管理論

専門科目（戦略） 1・2 2 ベンチャービジネス論

基礎科目（ファイナンス） 1・2 2 企業会計とファイナンスの基礎

1・2 2 アライアンス戦略論 専門選択（戦略） 1・2

休
講
科
目

専門科目（戦略） 1・2 2 アライアンス戦略論 アライアンス戦略論専門科目（戦略）

専門選択（特別講義）
特別講義（ネットワーク時代のセキュ

リティとガバナンスを考える） 1・2 2
特別講義（ネットワーク時代のセキュ

リティとガバナンスを考える）

2

2
特別講義（ネットワーク時代のセキュ

リティとガバナンスを考える）
専門科目（特別講義） 1・2 2

2 新興国ビジネス戦略 専門選択（戦略） 1・2 2 新興国ビジネス戦略

1・2 2

専門科目（戦略） 1・2 2 新興国ビジネス戦略

新
設
科

目 基礎科目（ファイナンス） 1・2 2 企業会計とファイナンスの基礎基礎科目（ファイナンス） 履修できません

名
称
変
更
科
目

基礎科目（人的） 1・2 2 人的資源管理論 専門基礎（人的） 1・2 2 人的資源管理

専門科目（戦略） 1・2 2 ベンチャービジネス論 専門選択（戦略） 1・2 2
アントレプレナーシップとベンチャービ

ジネス

専門科目（経営法務） 1・2 2 知的財産戦略と法実務 専門選択（経営法務） 1・2 2
知的財産戦略と法実務（経済法と

の交錯）

基礎科目（戦略） 1・2 2 経営戦略論 専門基礎（戦略） 1・2 2 経営戦略論基礎

授
業
科
目
区
分
変
更
科
目

発展科目（ファイナンス） 1・2 2 コーポレートファイナンスと企業戦略 専門基礎（ファイナンス） 1・2 2 コーポレートファイナンスと企業戦略

専門科目（ファイナンス） 1・2 2 インベストメントと企業リスク管理 専門コア（ファイナンス） 1・2 2 インベストメントと企業リスク管理

専門科目（経営法務） 1・2 2 グローバル経営法務 専門コア（経営法務） 1・2 2 グローバル経営法務

科
目
区
分
変
更
科
目
・
名
称
変
更
科
目

基礎科目（共通） 1・2

専門科目（ファイナンス） 1・2 2
ファイナンス特別研究（ヘルスケア産

業における企業・財務分析）
専門選択（特別講義） 1・2 2

特別講義（ヘルスケア産業における企
業・財務分析）

発展科目（共通） 1・2 2 アントレプレナーシップとビジネスプランニング 専門選択（共通） 1・2 2 ビジネスプランニング

2 現代社会の経済学 専門コア（共通） 1・2 2 ビジネスエコノミクス

ICTガバナンスと企業戦略 専門コア（戦略） 1・2 2 ICTガバナンスと企業戦略

履修できません 入門科目 1・2 2 経営学入門

履修できません 入門科目 1・2 2 現代法学入門

履修できません 入門科目 1・2 2 企業会計入門

履修できません 専門選択（戦略） 1・2 2 異文化理解とその実践

履修できません 専門選択（特別講義） 1・2 2
フィールドラーニング（ビジネスエコシ

ステム）

履修できません 専門選択（特別講義） 1・2 2 フィールドラーニング（ブランド構築）

2 ビジネスデータ分析 ビジネスデータ分析2

1・2 2 企業会計とファイナンスの基礎

基礎科目（人的） 1・2 2 人的資源管理論

専門科目（戦略） 1・2 2 ベンチャービジネス論

専門科目（経営法務） 1・2 2 知的財産戦略と法実務

基礎科目（戦略） 1・2 2 経営戦略論

発展科目（ファイナンス） 1・2 2 コーポレートファイナンスと企業戦略

専門科目（ファイナンス） 1・2 2 インベストメントと企業リスク管理

専門科目（経営法務） 1・2 2 グローバル経営法務

2
戦略特別研究（ヘルスケア産業にお

ける企業・財務分析）

基礎科目（共通） 1・2 2 現代社会の経済学

専門科目（戦略） 1・2

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

専門科目（戦略） 1・2 2 サプライチェーンマネジメント

専門科目（特別講義）
フィールドラーニング（カスタマー・リ

レーションシップ・マネジメント）

発展科目（共通） 1・2 2 アントレプレナーシップとビジネスプランニング

専門科目（戦略） 1・2 2 ロジスティックス戦略論

基礎科目（共通） 1・2 2 アントレプレナーシップの実践

専門選択（戦略） 1・2 2 ロジスティックス戦略論

専門科目（戦略） 1・2 2 デジタル変革時代の経営戦略 専門科目（戦略） 1・2 2 デジタル変革時代のサービス戦略 専門選択（戦略） 1・2 2 デジタル変革時代のサービス戦略

基礎科目（ファイナンス） 1・2 2 ベンチャーファイナンス 基礎科目（ファイナンス） 1・2 2 ベンチャーファイナンス

専門科目（マーケティング） 1・2 2
カスタマー・リレーションシップ・マ

ネジメント
専門選択（マーケティング） 1・2 2

カスタマー・リレーションシップ・マ
ネジメント

履修できません 入門科目 1・2 2 経済学入門

発展科目（戦略） 1・2 2

専門科目（戦略） 1・2 2

1・2 2 戦略とゲーム理論

専門科目（マーケティング） 1・2 2 新製品マーケティング

専門科目（人的） 1・2 2 人材サービス業論

専門選択（戦略） 1・2

専門選択（マーケティング） 1・2

プログラムマネジメント

専門科目（戦略）

専門選択（人的） 1・2 2 人材サービス業論

2 プログラムマネジメント

専門選択（戦略） 1・2 2 戦略とゲーム理論

2 新製品マーケティング

ビジネスデータ分析 専門選択（方法論） 1・2 21・2 専門科目（方法論） 1・2

1・2

専門科目（経営法務） 1・2 2 租税戦略・事業再生と法務

専門科目（特別講義）

専門科目（方法論）

専門科目（戦略） 1・2

履修できません

履修できません

履修できません

履修できません

専門選択（経営法務） 1・2 2 租税戦略・事業再生と法務

廃
止
科
目

専門科目（経営法務） 1・2 2 租税戦略・事業再生と法務

時間割掲載事項に関するお知らせ
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カリキュラムマップ 戦略経営研究科戦略経営専攻 

1：問題発⾒・解
決⼒：市場や事業
や産業において本
質を的確に捉えた
問題設定ができ

る。また、設定し
た問題を適切に解
決することができ

る。

2：戦略構想⼒：
俯瞰的かつ⻑期的
な視点から論理的
に戦略を構想する
ことができる。

3：現状理解⼒：
⼈や組織や市場を
観察し、現状を適
切に理解できる。

4：巻き込み⼒：
現場・組織・社会
を変えるためにア
イディアと⾏動を
通して他者を巻き
込むことができ

る。

5：資源動員⼒：
⽬的遂⾏のために
ヒト・モノ・カ

ネ・情報・知識と
いった多様な経営
資源を獲得し、活

⽤できる。

6：ネットワーキ
ング⼒：新たな価
値を⽣み出すため
に、新たな繋がり
を作り出すことが

できる。

7：コンプライア
ンス⼒：企業家と
して⾼い倫理性を
備えた経営を実践

できる。

BS-MN5-1001 基礎科⽬ 共通 リーダーシップコア ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-1002 基礎科⽬ 共通 現代社会の経済学 ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-1101 基礎科⽬ 戦略 経営戦略論 ◎ ◎ ◎ △ 〇 △ △
BS-MN5-1201 基礎科⽬ マーケティング マーケティング戦略論 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 △ △
BS-MN5-1301 基礎科⽬ ⼈的資源管理 ⼈的資源管理論 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎
BS-MN5-1401 基礎科⽬ ファイナンス 企業会計とファイナンスの基礎 ◎ ○ ◎ △ ◎
BS-MN5-1501 基礎科⽬ 経営法務 経営法務概論 〇 〇 ◎
BS-MN5-2001 発展科⽬ 共通 アントレプレナーシップとビジネスプランニング ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
BS-MN5-2111 発展科⽬ 戦略 ビジネスモデル戦略論 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇
BS-MN5-2112 発展科⽬ 戦略 戦略と組織 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 △
BS-MN5-2113 発展科⽬ 戦略 知識創造戦略論 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ △
BS-MN5-2211 発展科⽬ マーケティング 消費者⾏動論 ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-2212 発展科⽬ マーケティング ブランド戦略論 ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-2311 発展科⽬ ⼈的資源管理 雇⽤管理 ◎ ◎ ◎ △ ◎ 〇
BS-MN5-2312 発展科⽬ ⼈的資源管理 ⼈材開発 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-2313 発展科⽬ ⼈的資源管理 インセンティブ・マネジメント ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-2411 発展科⽬ ファイナンス コーポレートファイナンスと企業戦略 ◎ ○ ◎ △ ◎ △
BS-MN5-2412 発展科⽬ ファイナンス 財務報告論 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎
BS-MN5-2511 発展科⽬ 経営法務 コンプライアンス・内部統制と法実務 〇 〇 ◎
BS-MN5-2512 発展科⽬ 経営法務 ⾦融市場と法 〇 △ ◎
BS-MN5-3051 専⾨科⽬ 共通 企業の社会的責任 ◎ 〇 ◎
BS-MN5-3052 専⾨科⽬ 共通 デザインシンキング ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3053 専⾨科⽬ 共通 ビジネス・コミュニケーション ◎ 〇 〇
BS-MN5-3054 専⾨科⽬ 共通 チームビルディングとリーダーシップ   ◎ ◎ ○ ◎
BS-MN5-3055 専⾨科⽬ 共通 ビジネス交渉術 ◎ ◎
BS-MN5-3056 専⾨科⽬ 共通 コーチング ◎ 〇
BS-MN5-3057 専⾨科⽬ 共通 ベンチャーファイナンス/アントレプレナーシップの実践 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △
BS-MN5-3151 専⾨科⽬ 戦略 グローバル経営戦略論 ◎ ◎ ◎ 〇 △
BS-MN5-3152 専⾨科⽬ 戦略 新興国ビジネス戦略 ◎ 〇 ◎ 〇 〇
BS-MN5-3153 専⾨科⽬ 戦略 アジアビジネス論 〇 〇 ◎ △
BS-MN5-3154 専⾨科⽬ 戦略 イノベーションの実践 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3155 専⾨科⽬ 戦略 技術開発マネジメント論 〇 ◎ 〇 ◎ ◎
BS-MN5-3156 専⾨科⽬ 戦略 デジタル変⾰時代のサービス戦略/デジタル変⾰時代の経営戦略 ◎ ○ ○
BS-MN5-3157 専⾨科⽬ 戦略 アライアンス戦略論 〇 ◎ ◎ △
BS-MN5-3158 専⾨科⽬ 戦略 ロジスティクス戦略論/サプライチェーンマネジメント 〇 ◎ ◎
BS-MN5-3159 専⾨科⽬ 戦略 ベンチャービジネス論 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
BS-MN5-3160 専⾨科⽬ 戦略 中⼩企業論
BS-MN5-3161 専⾨科⽬ 戦略 ヘルスケアビジネス⼊⾨ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎
BS-MN5-3162 専⾨科⽬ 戦略 ⾼齢社会ビジネス 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎
BS-MN5-3163 専⾨科⽬ 戦略 ヘルスケア産業論 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎
BS-MN5-3164 専⾨科⽬ 戦略 Strategic Management and Global Leadership ◎ ◎ ◎ 〇 △ △

BS-MN5-3165 専⾨科⽬ 戦略 ファイナンス特別研究（ヘルスケア産業における企業・財務分析）/戦略特別研究（ヘルスケアビ
ジネスと政策の展望） ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

BS-MN5-3251 専⾨科⽬ マーケティング マーケティング・リサーチ ◎ 〇 ◎ 〇
BS-MN5-3252 専⾨科⽬ マーケティング マーケティング・コミュニケーション ◎ 〇 ◎
BS-MN5-3253 専⾨科⽬ マーケティング ヘルスケアマーケティング ◎ 〇 ◎ ◎
BS-MN5-3254 専⾨科⽬ マーケティング マーケティング特別研究（サービスマーケティング） ◎ 〇 ◎
BS-MN5-3255 専⾨科⽬ マーケティング マーケティング特別研究（ＢｔｏＢマーケティング） ◎ 〇 ◎
BS-MN5-3352 専⾨科⽬ ⼈的資源管理 キャリア管理論 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇
BS-MN5-3353 専⾨科⽬ ⼈的資源管理 ダイバーシティマネジメント ◎ 〇 ◎ 〇 ◎
BS-MN5-3354 専⾨科⽬ ⼈的資源管理 ⽇本企業の⼈材マネジメント ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3355 専⾨科⽬ ⼈的資源管理 ⼈的資源管理特別研究（管理職の役割と部下マネジメント） 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3356 専⾨科⽬ ⼈的資源管理 ⼈的資源特別研究（⽇本の労働法政策） ◎ 〇 ◎ ◎
BS-MN5-3451 専⾨科⽬ ファイナンス インベストメントと企業リスク管理 ◎ ◎ ◎ △ ◎ △
BS-MN5-3452 専⾨科⽬ ファイナンス リアルオプションと企業戦略 ◎ ◎ ◎ ○ ◎
BS-MN5-3453 専⾨科⽬ ファイナンス ビジネスのための⾦融⼯学 ◎ ○ ◎ △ ◎ △
BS-MN5-3551 専⾨科⽬ 経営法務 グローバル経営法務 〇 〇 ◎
BS-MN5-3553 専⾨科⽬ 経営法務 知的財産戦略と法実務（経済法との交錯）/知的財産戦略と法実務 〇 〇 △ ◎
BS-MN5-3554 専⾨科⽬ 経営法務 対⾏政のビジネス法務 〇 〇 ◎
BS-MN5-3555 専⾨科⽬ 経営法務 労働関連法務 〇 〇 ◎
BS-MN5-3556 専⾨科⽬ 経営法務 Ｍ＆Ａと契約・デューデリジェンス/M＆Aと事業・組織再編 〇 〇 ◎
BS-MN5-3557 専⾨科⽬ 経営法務 ⾦融市場と法 〇 △ ◎

BS-MN5-3558 専⾨科⽬ 経営法務 経営法務特別研究（財務⾏政とその課題）/経営法務特別研究（財政・税務⾏政とその
課題）

〇 〇 ◎

BS-MN5-3651 専⾨科⽬ 特別講義 特別講義（実践・変⾰マネジメント論） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3652 専⾨科⽬ 特別講義 特別講義（⾦融⾏政とその課題） 〇 ◎ 〇
BS-MN5-3653 専⾨科⽬ 特別講義 特別講義（ネットワーク時代のセキュリティとガバナンスを考える） ○ ◎
BS-MN5-3654 専⾨科⽬ 特別講義 特別講義（ヘルスケア制度・⾏政論） ◎ △ ◎ △
BS-MN5-3655 専⾨科⽬ 特別講義 フィールドラーニング（戦略１） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3656 専⾨科⽬ 特別講義 フィールドラーニング（戦略２） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3657 専⾨科⽬ 特別講義 フィールドラーニング（モンゴルフィールドワーク） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

BS-MN5-3658 専⾨科⽬ 特別講義 カスタマー・リレーションシップ・マネジメント/フィールドラーニング（カスタ
マー・リレーションシップ・マネジメント）

◎ 〇 ◎ 〇

BS-MN5-3659 専⾨科⽬ 特別講義 流通・営業戦略/フィールドラーニング（流通・営業戦略） ◎ ◎ ◎ 〇
BS-MN5-3751 専⾨科⽬ ⽅法論 研究⽅法論基礎 ◎ ◎
BS-MN5-3752 専⾨科⽬ ⽅法論 社会調査法 ◎ ◎
BS-MN5-3753 専⾨科⽬ ⽅法論 ケース研究法 ◎ ◎
BS-MN5-4801 プロジェクト研究 プロジェクト研究 プロジェクト研究Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
BS-MN5-4811 プロジェクト研究 プロジェクト研究 プロジェクト研究Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
BS-MN5-4901 プロジェクト研究 プロジェクト研究 論⽂ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎
BS-MN5-4902 プロジェクト研究 プロジェクト研究 課題研究 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

        ◎最も強く関連、〇強く関連、△やや関連

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ 区分 区分 科⽬名

カリキュラムマップとは、ディプロマ・ポリシー（学位授与の⽅針）に基づき、各科⽬が、修了までに⾝につけるべき能⼒のどの項⽬と関連するのか、学習成果の達成にどの授業科⽬が寄与するかを⽰したものです。
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講
科

目
＞

4月
6日

（
土

）
入

学
式

開
催

に
伴

う
時

間
割

変
更

に
つ

い
て

入
学

式
：
4/
6（

土
）
13

:0
0～

14
:0
0

＠
駿

河
台

キ
ャ

ン
パ

ス
4階

40
1号

室
※

1・
2時

限
目

は
通

常
通

り
授

業
実

施
3時

限
14

:5
0～

16
:3
0、

4時
限

16
:4
0～

18
:2
0、

の
時

間
帯

に
変

更
、
5・

6限
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
１

）
休

講
と

な
り

ま
す

。

5



  

22
00
22
44
年年

度度
　　
前前

期期
・・
後後

半半
（（
MM
22
））
　　
授授

業業
時時

間間
割割

　　

火火
水水

木木
金金

土土
日日

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

石
﨑

基
礎

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

企 企
業業

会会
計計

とと
フフ

ァァ
イイ

ナナ
ンン

スス
のの

基基
礎礎

竹
田

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

フ フ
ィィ

ーー
ルル

ドド
ララ

ーー
ニニ

ンン
ググ

（（
戦戦

略略
１１

））

杉
浦
岡
遠
藤

基
礎
科
目
（
経
営
法
務
）

経経
営営

法法
務務

概概
論論

荒
川

専
門

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

ビ ビ
ジジ

ネネ
スス

のの
たた

めめ
のの

金金
融融

工工
学学

高
村

発
展
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

雇 雇
用用

管管
理理

露
木

基
礎
科
目
（
共
通
）

リリ
ーー

ダダ
ーー

シシ
ッッ

ププ
ココ

アア
※
担
当
教
員
の
指
示
に
よ
り
事
務
室
で
登

録
を
行
い
ま
す
。

島
貫

発
展
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

イ イ
ンン

セセ
ンン

テテ
ィィ

ブブ
・・
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト

専
門
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ママ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
特特

別別
研研

究究
（（
ササ

ーー
ビビ

スス
・・
ママ

ーー
ケケ

テテ
ィィ

ンン
ググ

））

専
門
科
目
（
戦
略
）

新 新
興興

国国
ビビ

ジジ
ネネ

スス
戦戦

略略
新
藤

発
展
科
目
（
戦
略
）

ビ ビ
ジジ

ネネ
スス

モモ
デデ

ルル
戦戦

略略
論論

専
門
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

日日
本本

企企
業業

のの
人人

材材
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

フ フ
ィィ

ーー
ルル

ドド
ララ

ーー
ニニ

ンン
ググ

（（
モモ

ンン
ゴゴ

ルル
フフ

ィィ
ーー

ルル
ドド

ワワ
ーー

クク
））

宮
永

発
展

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

ココ
ーー

ポポ
レレ

ーー
トト

フフ
ァァ

イイ
ナナ

ンン
スス

とと
企企

業業
戦戦

略略

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

特特
別別

講講
義義

（（
ネネ

ッッ
トト

ワワ
ーー

クク
時時

代代
のの

セセ
キキ

ュュ
リリ

テテ
ィィ

とと
ガガ

ババ
ナナ

ンン
スス

をを
考考

ええ
るる

））

専
門
科
目
（
戦
略
）

ア ア
ララ

イイ
アア

ンン
スス

戦戦
略略

論論

専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

経経
営営

法法
務務

特特
別別

研研
究究

（（
財財

務務
行行

政政
とと

そそ
のの

課課
題題

））

オ
ン
ラ

イ
ン

竹
田

基
礎
科
目
（
戦
略
）

現 現
代代

社社
会会

のの
経経

済済
学学

オ
ン
ラ

イ
ン

遠
山

発
展
科
目
（
戦
略
）

知 知
識識

創創
造造

戦戦
略略

論論
オ
ン
ラ

イ
ン

真
野

専
門
科
目
（
戦
略
）

高 高
齢齢

社社
会会

ビビ
ジジ

ネネ
スス

オ
ン
ラ

イ
ン

杉
浦

発
展
科
目
/
専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

金 金
融融

市市
場場

とと
法法

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
科
目

プ プ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

研研
究究

ⅠⅠ
※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅱ
に
つ
い
て
は

担
当
教
員
に
開
講
時
間
割
を
確
認
く

だ
さ
い
。

オ
ン
ラ

イ
ン

人
見

専
門

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

イイ
ンン

ベベ
スス

トト
メメ

ンン
トト

とと
企企

業業
リリ

スス
クク

管管
理理

オ
ン
ラ

イ
ン

吉
田

(愛
)

専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

グ グ
ロロ

ーー
ババ

ルル
経経

営営
法法

務務
オ
ン
ラ

イ
ン

庭
山

専
門
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

マ マ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
特特

別別
研研

究究
（（
BB

ttoo
BB

ママ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
））

オ
ン
ラ

イ
ン

江
戸

発
展
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

消消
費費

者者
行行

動動
論論

オ
ン
ラ

イ
ン

犬
飼

専
門
科
目
（
方
法
論
）

ケケ
ーー

スス
研研

究究
法法

オ
ン
ラ

イ
ン

新
藤

専
門
科
目
（
戦
略
）

ベベ
ンン

チチ
ャャ

ーー
ビビ

ジジ
ネネ

スス
論論

オ
ン
ラ

イ
ン

吉
田

（
武
）

高
田

松
本

ﾗ
ｰ
ﾃ
ﾞﾏ
ｯ

ﾊ

専
門
選
択
/
専
門
科
目
（
共
通
）

ビビ
ジジ

ネネ
スス

交交
渉渉

術術
オ
ン
ラ

イ
ン

大
西

専
門
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ママ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
・・
ココ

ミミ
ュュ

ニニ
ケケ

ーー
シシ

ョョ
ンン

66 ・・ 77

11
88
::33
00

～～
22
00
::11
00

//
22
00
::22
00

～～
22
22
::00
00

55 ・・ 66

11
66
::44
00

～～
11
88
::22
00

//
11
88
::22
55

～～
22
00
::00
55

11 ・・ 22

99
::00
00

～～
11
00
::44
00

//
11
00
::44
55

～～
11
22
::22
55

11 ・・ 22

11
00
::00
00

～～
11
11
::44
00

//
11
11
::44
55

～～
11
33
::22
55

33 ・・ 44

11
33
::00
55

～～
11
44
::44
55

//
11
44
::55
00

～～
11
66
::33
00

33 ・・ 44

11
44
::00
55

～～
11
55
::44
55

//
11
55
::55
00

～～
11
77
::33
00

時
限

時
間

時
限

時
間

時
限

時
間

＜
開

講
未

定
＞

＜
休

講
科

目
＞

＜
休

講
科

目
＞
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22
00
22
44
年年

度度
　　
後後

期期
・・
前前

半半
（（
MM
33
））
　　
授授

業業
時時

間間
割割

　　

火火
水水

木木
金金

土土
日日

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

中
村

基
礎
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

マ マ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
戦戦

略略
論論

竹
田

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

フ フ
ィィ

ーー
ルル

ドド
ララ

ーー
ニニ

ンン
ググ

（（
戦戦

略略
２２

））

島
貫

基
礎
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

人 人
的的

資資
源源

管管
理理

論論

新
藤

宮
永

発
展
科
目
（
共
通
）

アア
ンン

トト
レレ

ププ
レレ

ナナ
ーー

シシ
ッッ

ププ
とと

ビビ
ジジ

ネネ
スス

ププ
ララ

ンン
ニニ

ンン
ググ

※
担
当
教
員
の
指
示
に
よ
り
事
務
室
で
登
録
を

行
い
ま
す
。

遠
山

基
礎
科
目
（
戦
略
）

経経
営営

戦戦
略略

論論
※
担
当
教
員
の
指
示
に
よ
り
事
務
室

で
登

録
を
行

い
ま
す

。

真
野

専
門
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ヘ ヘ
ルル

スス
ケケ

アア
ママ

ーー
ケケ

テテ
ィィ

ンン
ググ

専
門
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ママ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
特特

別別
研研

究究
（（
ササ

ーー
ビビ

スス
・・
ママ

ーー
ケケ

テテ
ィィ

ンン
ググ

））

専
門
科
目
（
戦
略
）

新新
興興

国国
ビビ

ジジ
ネネ

スス
戦戦

略略
大
西

発
展
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ブ ブ
ララ

ンン
ドド

戦戦
略略

論論

専
門
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

日日
本本

企企
業業

のの
人人

材材
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

フフ
ィィ

ーー
ルル

ドド
ララ

ーー
ニニ

ンン
ググ

（（
モモ

ンン
ゴゴ

ルル
フフ

ィィ
ーー

ルル
ドド

ワワ
ーー

クク
））

森
谷

吉
田

（
知
）

発
展
科
目
（
経
営
法
務
）

コ コ
ンン

ププ
ララ

イイ
アア

ンン
スス

･･内内
部部

統統
制制

とと
法法

実実
務務

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

特 特
別別

講講
義義

（（
ネネ

ッッ
トト

ワワ
ーー

クク
時時

代代
のの

セセ
キキ

ュュ
リリ

テテ
ィィ

とと
ガガ

ババ
ナナ

ンン
スス

をを
考考

ええ
るる

））

専
門
科
目
（
戦
略
）

アア
ララ

イイ
アア

ンン
スス

戦戦
略略

論論
高
村

発
展
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

人 人
材材

開開
発発

専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

経経
営営

法法
務務

特特
別別

研研
究究

（（
財財

務務
行行

政政
とと

そそ
のの

課課
題題

））

オ
ン
ラ

イ
ン

海
老
澤

専
門

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
/
共

通
）

ベベ
ンン

チチ
ャャ

ーー
フフ

ァァ
イイ

ナナ
ンン

スス
//
アア

ンン
トト

レレ
ププ

レレ
ナナ

ーー
シシ

ッッ
ププ

のの
実実

践践

オ
ン
ラ

イ
ン

愛
場

専
門
科
目
（
共
通
）

ビ ビ
ジジ

ネネ
スス

・・
ココ

ミミ
ュュ

ニニ
ケケ

ーー
シシ

ョョ
ンン

オ
ン
ラ

イ
ン

松
江

専
門
選
択
/
専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

特 特
別別

講講
義義

（（
実実

践践
・・
変変

革革
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト
論論

））

オ
ン
ラ

イ
ン

渡
辺

専
門

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
/
戦

略
）

フフ
ァァ

イイ
ナナ

ンン
スス

特特
別別

研研
究究

（（
ヘヘ

ルル
スス

ケケ
アア

産産
業業

にに
おお

けけ
るる

企企
業業

・・
財財

務務
分分

析析
））

//
戦戦

略略
特特

別別
研研

究究
（（
ヘヘ

ルル
スス

ケケ
アア

ビビ
ジジ

ネネ
スス

とと
政政

策策
のの

展展
望望

））

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
科
目

ププ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

研研
究究

ⅠⅠ
※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅱ
に
つ
い
て
は

担
当
教
員
に
開
講
時
間
割
を
確
認
く

だ
さ
い
。

オ
ン
ラ

イ
ン

大
久
保

専
門
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

人 人
的的

資資
源源

特特
別別

研研
究究

（（
管管

理理
職職

のの
役役

割割
とと

部部
下下

のの
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト
））

オ
ン
ラ

イ
ン

粟
津

専
門
科
目
（
共
通
）

ココ
ーー

チチ
ンン

ググ
オ
ン
ラ

イ
ン

犬
飼

発
展
科
目
（
戦
略
）

戦戦
略略

とと
組組

織織
オ
ン
ラ

イ
ン

石
橋

発
展

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

財財
務務

報報
告告

論論

オ
ン
ラ

イ
ン

土
田

専
門
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ママ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
・・
リリ

ササ
ーー

チチ
オ
ン
ラ

イ
ン

田
極

岩
名

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

特特
別別

講講
義義

（（
ヘヘ

ルル
スス

ケケ
アア

制制
度度

・・
行行

政政
論論

））

オ
ン
ラ

イ
ン

近
藤

専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

労 労
働働

関関
連連

法法
務務

オ
ン
ラ

イ
ン

生
稲

専
門
科
目
（
戦
略
）

デ デ
ジジ

タタ
ルル

変変
革革

時時
代代

のの
ササ

ーー
ビビ

スス
戦戦

略略
//
デデ

ジジ
タタ

ルル
変変

革革
時時

代代
のの

経経
営営

戦戦
略略

時
限

時
間

時
限

時
間

時
限

時
間

11 ・・ 22

11
00
::00
00

～～
11
11
::44
00

//
11
11
::44
55

～～
11
33
::22
55

33 ・・ 44

11
33
::00
55

～～
11
44
::44
55

//
11
44
::55
00

～～
11
66
::33
00

33 ・・ 44

11
44
::00
55

～～
11
55
::44
55

//
11
55
::55
00

～～
11
77
::33
00

66 ・・ 77

11
88
::33
00

～～
22
00
::11
00

//
22
00
::22
00

～～
22
22
::00
00

55 ・・ 66

11
66
::44
00

～～
11
88
::22
00

//
11
88
::22
55

～～
22
00
::00
55

11 ・・ 22

99
::00
00

～～
11
00
::44
00

//
11
00
::44
55

～～
11
22
::22
55

＜
開

講
未

定
＞

＜
休

講
科

目
＞

＜
休

講
科

目
＞
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22
00
22
44
年年

度度
　　
後後

期期
・・
後後

半半
（（
MM
44
））
　　
授授

業業
時時

間間
割割

　　

火火
水水

木木
金金

土土
日日

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

教
室

担
当

科
目
名

石
﨑

基
礎

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

企 企
業業

会会
計計

とと
フフ

ァァ
イイ

ナナ
ンン

スス
のの

基基
礎礎

犬
飼

基
礎
科
目
（
戦
略
）

現 現
代代

社社
会会

のの
経経

済済
学学

岡
遠
藤

基
礎
科
目
（
経
営
法
務
）

経経
営営

法法
務務

概概
論論

露
木

森
尾

井
上

専
門
科
目
（
共
通
）

チ チ
ーー

ムム
ビビ

ルル
デデ

ィィ
ンン

ググ
とと

リリ
ーー

ダダ
ーー

シシ
ッッ

ププ

島
貫

発
展
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

イイ
ンン

セセ
ンン

テテ
ィィ

ブブ
・・
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト
江
戸

発
展
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

消消
費費

者者
行行

動動
論論

露
木

基
礎
科
目
（
共
通
）

リリ
ーー

ダダ
ーー

シシ
ッッ

ププ
ココ

アア
※
担
当
教
員
の
指
示
に
よ
り
事
務
室

で
登

録
を
行

い
ま
す

。

専
門
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

ママ
ーー

ケケ
テテ

ィィ
ンン

ググ
特特

別別
研研

究究
（（
ササ

ーー
ビビ

スス
・・
ママ

ーー
ケケ

テテ
ィィ

ンン
ググ

））

専
門
科
目
（
戦
略
）

新 新
興興

国国
ビビ

ジジ
ネネ

スス
戦戦

略略
遠
山

発
展
科
目
（
戦
略
）

知 知
識識

創創
造造

戦戦
略略

論論

専
門
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

日日
本本

企企
業業

のの
人人

材材
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

フ フ
ィィ

ーー
ルル

ドド
ララ

ーー
ニニ

ンン
ググ

（（
モモ

ンン
ゴゴ

ルル
フフ

ィィ
ーー

ルル
ドド

ワワ
ーー

クク
））

中
村

（
博
）

発
展
科
目
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
/
特
別

講
義

（
フ
ィ
ー

ル
ド
ラ
ー

ニ
ン
グ
）

流 流
通通

・・
営営

業業
戦戦

略略
//
フフ

ィィ
ーー

ルル
ドド

ララ
ーー

ニニ
ンン

ググ
（（
流流

通通
・・
営営

業業
戦戦

略略
））

専
門
科
目
（
特
別
講
義
）

特特
別別

講講
義義

（（
ネネ

ッッ
トト

ワワ
ーー

クク
時時

代代
のの

セセ
キキ

ュュ
リリ

テテ
ィィ

とと
ガガ

ババ
ナナ

ンン
スス

をを
考考

ええ
るる

））

専
門
科
目
（
戦
略
）

アア
ララ

イイ
アア

ンン
スス

戦戦
略略

論論

専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

経経
営営

法法
務務

特特
別別

研研
究究

（（
財財

務務
行行

政政
とと

そそ
のの

課課
題題

））

オ
ン
ラ

イ
ン

池
田

専
門
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

ダ ダ
イイ

ババ
ーー

シシ
テテ

ィィ
ママ

ネネ
ジジ

メメ
ンン

トト
オ
ン
ラ

イ
ン

鹿
住

専
門
科
目
（
戦
略
）

中 中
小小

企企
業業

論論
オ
ン
ラ

イ
ン

小
坂

専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

知 知
的的

財財
産産

戦戦
略略

とと
法法

実実
務務

オ
ン
ラ

イ
ン

高
村

発
展
科
目
（
人
的
資
源
管
理
）

雇 雇
用用

管管
理理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
科
目

プ プ
ロロ

ジジ
ェェ

クク
トト

研研
究究

ⅠⅠ
※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅱ
に
つ
い
て
は

担
当
教
員
に
開
講
時
間
割
を
確
認
く

だ
さ
い
。

オ
ン
ラ

イ
ン

吉
田

（
愛
）

阿
部

専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

Ｍ Ｍ
＆＆

ＡＡ
とと

契契
約約

・・
デデ

ュュ
ーー

デデ
リリ

ジジ
ェェ

ンン
スス

//
MM

＆＆
AA

とと
事事

業業
・・
組組

織織
再再

編編

オ
ン
ラ

イ
ン

池
部

専
門
科
目
（
戦
略
）

アア
ジジ

アア
ビビ

ジジ
ネネ

スス
論論

オ
ン
ラ

イ
ン

生
稲

専
門
科
目
（
戦
略
）

イイ
ノノ

ベベ
ーー

シシ
ョョ

ンン
のの

実実
践践

オ
ン
ラ

イ
ン

竹
田

発
展
科
目
（
戦
略
）

ビビ
ジジ

ネネ
スス

モモ
デデ

ルル
戦戦

略略
論論

オ
ン
ラ

イ
ン

宮
永

発
展

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

コ コ
ーー

ポポ
レレ

ーー
トト

フフ
ァァ

イイ
ナナ

ンン
スス

とと
企企

業業
戦戦

略略

オ
ン
ラ

イ
ン

服
部

専
門

科
目

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

リリ
アア

ルル
オオ

ププ
シシ

ョョ
ンン

とと
企企

業業
戦戦

略略
オ
ン
ラ

イ
ン

真
野

専
門
科
目
（
戦
略
）

ヘヘ
ルル

スス
ケケ

アア
産産

業業
論論

オ
ン
ラ

イ
ン

吉
田

（
愛
）

保
井

小
林

専
門
選
択
/
専
門
科
目
（
経
営
法
務
）

対対
行行

政政
のの

ビビ
ジジ

ネネ
スス

法法
務務

時
限

時
間

時
限

時
間

時
限

時
間

11 ・・ 22

11
00
::00
00

～～
11
11
::44
00

//
11
11
::44
55

～～
11
33
::22
55

33 ・・ 44

11
33
::00
55

～～
11
44
::44
55

//
11
44
::55
00

～～
11
66
::33
00

33 ・・ 44

11
44
::00
55

～～
11
55
::44
55

//
11
55
::55
00

～～
11
77
::33
00

66 ・・ 77

11
88
::33
00

～～
22
00
::11
00

//
22
00
::22
00

～～
22
22
::00
00

55 ・・ 66

11
66
::44
00

～～
11
88
::22
00

//
11
88
::22
55

～～
22
00
::00
55

11 ・・ 22

99
::00
00

～～
11
00
::44
00

//
11
00
::44
55

～～
11
22
::22
55

春春
季季

集集
中中

講講
義義

（（
22
00
22
55
年年

22
月月

開開
講講

））
開開

講講
スス

ケケ
ジジ

ュュ
ーー

ルル
にに

つつ
いい

てて
はは

、、
22
00
22
44
年年

11
11
月月

頃頃
発発

表表
いい

たた
しし

まま
すす

。。

専専
門門

選選
択択

//
専専

門門
科科

目目
特特

別別
講講

義義
（（
金金

融融
行行

政政
とと

そそ
のの

課課
題題

））
若若

原原
専専

門門
選選

択択
//
専専

門門
科科

目目
SS
ttrr

aatt
ee
ggii

cc
  MM

aann
aagg

ee
mm

ee
nn
tt  

aann
dd
  GG

lloo
bbaa

ll  LL
ee
aadd

ee
rrss

hh
iipp

  木木
村村

＜
開

講
未

定
＞

＜
休

講
科

目
＞

＜
休

講
科

目
＞
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 2022 年度入学生カリキュラム 2024 年度開講 戦略経営研究科戦略経営専攻 授業科目一覧  
区  分 科  目 単位 

履修方法及び 
修了必要単位 

 第 １ 年 次 第 ２ 年 次  

 第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター  

基基礎礎科科目目  
  

共通 リリーーダダーーシシッッププココアア      現現代代社社会会のの経経済済学学  

各各２２単単位位  
 

77 科科目目 1144 単単位位  
必必修修 

戦略 経経営営戦戦略略論論  

マーケティング ママーーケケテティィンンググ戦戦略略論論  

人的資源管理 人人的的資資源源管管理理論論  

ファイナンス 企企業業会会計計ととフファァイイナナンンススのの基基礎礎  

経営法務 経経営営法法務務概概論論 

  
  

発発展展科科目目  
  

「共通」以外
は該当分野
の基礎を履
修済みある
いは同時履
修であるこ
と  

共通 アアンントトレレププレレナナーーシシッッププととビビジジネネススププラランンニニンンググ 

各各２２単単位位  

２２単単位位必必修修  

 

戦略 ビジネスモデル戦略論 戦略と組織 知識創造戦略論  ICT ガバナンスと企業戦略（2024 年度休講） 

３３科科目目６６単単位位
選選択択必必修修  

マーケティング 消費者行動論   ブランド戦略論   流通・営業戦略  

人的資源管理 雇用管理 人材開発   インセンティブ・マネジメント  

ファイナンス コーポレートファイナンスと企業戦略   財務報告論  

経営法務 コンプライアンス・内部統制と法実務   金融市場と法  

専専門門科科目目  
  

「共通」 
「特別講義」 
「方法論」 
以外は該当
分野の基礎
を履修済み
あ る い は 
同時履修で
あること  

共通 
企業の社会的責任  デザインシンキング  ビジネス・コミュニケーション 
 
チームビルディングとリーダーシップ  ビジネス交渉術 コーチング  

各各２２単単位位 
３３科科目目６６単単位位
選選択択必必修修 

 

 

戦略 

グローバル経営戦略論  新興国ビジネス戦略（FL）（2024 年度休講）  アジアビジネス論 
 
イノベーションの実践  技術開発マネジメント論  デジタル変革時代のサービス戦略 
 
プログラムマネジメント（2024 年度休講）  戦略とゲーム理論（2024 年度休講） 
 
アライアンス戦略論（2024 年度休講） ロジスティクス戦略論 ベンチャービジネス論 中小企業論  
 
ヘルスケアビジネス入門  高齢社会ビジネス  ヘルスケア産業論（FL） 
 
Strategic Management and Global leadership   戦略特別研究※１ 

４６ 
 

単 
 

位 
 

以 
 

上 

マーケティング 

カスタマー・リレーションシップ・マネジメント(FL)  マーケティング・リサーチ 
・ 
マーケティング・コミュニケーション(FL)  ヘルスケアマーケティング 
 
新製品マーケティング（FL）（2024 年度休講） 
 
マーケティング特別研究（ｻｰﾋﾞｽ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ）2024 年度休講） 
 
マーケティング特別研究（BtoB マーケティング）  

人的資源管理 

人材サービス業論（2024 年度休講）  キャリア管理論  ダイバーシティマネジメント 
 
日本企業の人材マネジメント（2024 年度休講）人的資源特別研究（管理職の役割と部下マネジメント） 
 
人的資源特別研究（日本の労働法政策） 

ファイナンス 

インベストメントと企業リスク管理  リアルオプションと企業戦略 
 
ビジネスのための金融工学  ベンチャーファイナンス 
 
ファイナンス特別研究（ヘルスケア産業における企業・財務分析） 

経営法務 

グローバル経営法務  租税戦略・事業再生と法務（2024 年度休講）  知的財産戦略と法実務 
 
対行政のビジネス法務   労働関連法務  Ｍ＆Ａと契約・デューデリジェンス 
 
経営法務特別研究（財務行政とその課題）（2024 年度休講） 

特別講義 

特別講義（実践・変革マネジメント論）   特別講義（金融行政とその課題 
 
特別講義（ネットワーク時代のセキュリティとガバナンスを考える）（2024 年度休講） 
 
特別講義（ヘルスケア制度・行政論） 

フィールドラーニング（戦略１）   フィールドラーニング（戦略２） 
 
フィールドラーニング（ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ）（2024 年度休講） 

方方法法論論    
第 1セメスター
から履修可 

研究方法論基礎  社会調査法  ケース研究法  ビジネス・データ分析（2024 年度休講） 

ププロロジジェェククトト研研究究科科目目  

 ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究ⅡⅡ  各各４４単単位位  ２２科科目目８８単単位位必必修修  

 論文 
課題研究 

各各４４単単位位  選選択択科科目目  

※1 戦略特別研究は、開講予定はない為、（）内のテーマは未記入 

★(FL)：専門科目（新興国ビジネス戦略、ヘルスケア産業論、新製品マーケティング、マーケティング・コミュニケーション、カスタマー・リレーションシッ

プ・マネジメント）にもフィールドラーニングの要素が含まれています。 

※ 配当年度が下の科目も履修可能です。例：２年次でも専門科目等は履修可能です。 

※ 各分野の特別研究、特別講義として開講される科目については、各年度に発行される「授業時間割」を参照のこと。 

※ 一部科目は２０２４年度のみ開講や２０２５年度以降開講の科目を含みます。また、年度によって休講となる科目や、科目が新設される場合もありますの

で、必ず各年度に発行される「授業時間割」を参照のこと。 

※ 基礎科目の全科目 7科目 14 単位及び「アアンントトレレププレレナナーーシシッッププととビビジジネネススププラランンニニンンググ」」１科目２単位は、すべて必修科目です。 
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 2023 年度入学生カリキュラム 2024 年度開講 戦略経営研究科戦略経営専攻 授業科目一覧  
区  分 科  目 単位 

履修方法及び 
修了必要単位 

 第 １ 年 次 第 ２ 年 次  

 第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター  

基基礎礎科科目目  
  

共通 リリーーダダーーシシッッププココアア      現現代代社社会会のの経経済済学学  

各各２２単単位位  
 

77 科科目目 1144 単単位位  
必必修修 

戦略 経経営営戦戦略略論論  

マーケティング ママーーケケテティィンンググ戦戦略略論論  

人的資源管理 人人的的資資源源管管理理論論  

ファイナンス 企企業業会会計計ととフファァイイナナンンススのの基基礎礎  

経営法務 経経営営法法務務概概論論 

  
発発展展科科目目  

  
「共通」以外
は該当分野
の基礎を履
修済みある
いは同時履
修であるこ
と  

共通 アアンントトレレププレレナナーーシシッッププととビビジジネネススププラランンニニンンググ 

各各２２単単位位  

２２単単位位必必修修  

 

戦略 ビジネスモデル戦略論    戦略と組織   知識創造戦略論  

３３科科目目６６単単位位
選選択択必必修修  

マーケティング 消費者行動論   ブランド戦略論   流通・営業戦略  

人的資源管理 雇用管理 人材開発   インセンティブ・マネジメント  

ファイナンス コーポレートファイナンスと企業戦略   財務報告論  

経営法務 コンプライアンス・内部統制と法実務   金融市場と法  

専専門門科科目目  
  

「共通」 
「特別講義」 
「方法論」 
以外は該当
分野の基礎
を履修済み
あ る い は 
同時履修で
あること  

共共通通   

企業の社会的責任  デザインシンキング  ビジネス・コミュニケーション 
 
チームビルディングとリーダーシップ  ビジネス交渉術  コーチング 
 
アントレプレナーシップの実践 

各各２２単単位位 
３３科科目目６６単単位位
選選択択必必修修 

 

 

戦略 

グローバル経営戦略論  新興国ビジネス戦略（FL）（2024 年度休講）  アジアビジネス論 
 
イノベーションの実践  技術開発マネジメント論  デジタル変革時代の経営戦略 
 
アライアンス戦略論（2024 年度休講）  サプライチェーンマネジメント  ベンチャービジネス論 
 
中小企業論  ヘルスケアビジネス入門  高齢社会ビジネス  ヘルスケア産業論（FL） 
 
Strategic Management and Global leadership   戦略特別研究（ヘルスケアビジネスと政策の展望） 

４４６６  
  

単単  
  

位位  
  

以以  
  

上上 

マーケティング 

マーケティング・リサーチ マーケティング・コミュニケーション(FL) ヘルスケアマーケティング  
 
マーケティング特別研究（サービス・マーケティング）（2024 年度休講） 
 
マーケティング特別研究（BtoB マーケティング）  

人的資源管理 

キャリア管理論  ダイバーシティマネジメント  日本企業の人材マネジメント（2024 年度休講） 
 
人的資源特別研究（管理職の役割と部下マネジメント） 
 
人的資源特別研究（日本の労働法政策） 

ファイナンス  
インベストメントと企業リスク管理 リアルオプションと企業戦略 ビジネスのための金融工学 
 
ファイナンス特別研究（2024 年度休講）※１ 

経営法務 

グローバル経営法務  租税戦略・事業再生と法務（2024 年度休講）  知的財産戦略と法実務 
 
対行政のビジネス法務  労働関連法務  Ｍ＆Ａと契約・デューデリジェンス 
 
経営法務特別研究（財務行政とその課題）（2024 年度休講） 

特別講義 

特別講義（実践・変革マネジメント論）  特別講義（金融行政とその課題） 
 
特別講義（ネットワーク時代のセキュリティとガバナンスを考える）（2024 年度休講） 
 
特別講義（ヘルスケア制度・行政論） 

フィールドラーニング（戦略１）  フィールドラーニング（戦略２） 
 
フィールドラーニング（ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ）（2024 年度休講） 
 
フィールドラーニング（カスタマー・リレーションシップ・マネジメント） 

方法論  
第 1セメスターから 

履修可 

研究方法論基礎  社会調査法  ケース研究法  ビジネス・データ分析（2024 年度休講） 

ププロロジジェェククトト研研究究科科目目  

 ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究ⅡⅡ  各各４４単単位位  ２２科科目目８８単単位位必必修修  

 論文 
課題研究 

各各４４単単位位  選選択択科科目目  

※1 ファイナンス特別研究は、開講予定はない為、（）内のテーマは未記入 

★(FL)：専門科目（新興国ビジネス戦略、ヘルスケア産業論、マーケティング・コミュニケーション）にもフィールドラーニングの要素が含まれています。 

※ 配当年度が下の科目も履修可能です。例：２年次でも専門科目等は履修可能です。 

※ 各分野の特別研究、特別講義として開講される科目については、各年度に発行される「授業時間割」を参照のこと。 

※ 一部科目は２０２４年度のみ開講や２０２５年度以降開講の科目を含みます。また、年度によって休講となる科目や、科目が新設される場合もありますの

で、必ず各年度に発行される「授業時間割」を参照のこと。 

※ 基礎科目の全科目 7科目 14 単位及び「アアンントトレレププレレナナーーシシッッププととビビジジネネススププラランンニニンンググ」」１科目２単位は、すべて必修科目です。 

10



 2024 年度入学生カリキュラム 2024 年度開講 戦略経営研究科戦略経営専攻 授業科目一覧  
区  分 科  目 単位 

履修方法及び 
修了必要単位 

 第 １ 年 次 第 ２ 年 次  

 第１セメスター 第２セメスター 第３セメスター 第４セメスター  

基基礎礎科科目目  
  

共通 リリーーダダーーシシッッププココアア      現現代代社社会会のの経経済済学学    

各各２２単単位位  
 

77 科科目目 1144 単単位位  
必必修修 

戦略 経経営営戦戦略略論論    

マーケティング ママーーケケテティィンンググ戦戦略略論論    

人的資源管理 人人的的資資源源管管理理論論    

ファイナンス 企企業業会会計計ととフファァイイナナンンススのの基基礎礎    

経営法務 経経営営法法務務概概論論  

  
発発展展科科目目  

  
「共通」以外
は該当分野
の基礎を履
修済みある
いは同時履
修であるこ
と  

共通  アアンントトレレププレレナナーーシシッッププとと 
ビビジジネネススププラランンニニンンググ 

 
 

各各２２単単位位  

２２単単位位必必修修   

戦略 ビジネスモデル戦略論    戦略と組織   知識創造戦略論  

２２科科目目４４単単位位
選選択択必必修修  

マーケティング 消費者行動論   ブランド戦略論    

人的資源管理 雇用管理 人材開発   インセンティブ・マネジメント  

ファイナンス コーポレートファイナンスと企業戦略   財務報告論  

経営法務 コンプライアンス・内部統制と法実務  

専専門門科科目目  
  
  
  

「共通」 
「特別講義」 
「方法論」 
以 外 は 
該当分野の
基礎科目を
履 修 済 み 
あ る い は 
同時履修で
あること  

共通 

企業の社会的責任  デザインシンキング  ビジネス・コミュニケーション 
 
チームビルディングとリーダーシップ  ビジネス交渉術  コーチング 
 
アントレプレナーシップの実践 

各各２２単単位位 
３３科科目目６６単単位位
選選択択必必修修 

 

 

戦略  

グローバル経営戦略論  新興国ビジネス戦略（FL）（2024 年度休講）  アジアビジネス論 
 
イノベーションの実践  技術開発マネジメント論  デジタル変革時代の経営戦略 
 
アライアンス戦略論（2024 年度休講）  サプライチェーンマネジメント  ベンチャービジネス論 
 
中小企業論  ヘルスケアビジネス入門  高齢社会ビジネス ヘルスケア産業論（FL） 
 
Strategic Management and Global leadership   戦略特別研究（ヘルスケアビジネスと政策の展望） 

４４６６  
  

単単  
  

位位  
  

以以  
  

上上 

マーケティング  

マーケティング・リサーチ マーケティング・コミュニケーション(FL) ヘルスケアマーケティング  
 
マーケティング特別研究（サービス・マーケティング）（2024 年度休講） 
 
マーケティング特別研究（BtoB マーケティング）  

人的資源管理  

キャリア管理論  ダイバーシティマネジメント  日本企業の人材マネジメント（2024 年度休講） 
 
人的資源特別研究（管理職の役割と部下マネジメント） 
 
人的資源特別研究（日本の労働法政策） 

ファイナンス  
インベストメントと企業リスク管理  リアルオプションと企業戦略  ビジネスのための金融工学 
 
ファイナンス特別研究（2024 年度休講） 

経営法務  

グローバル経営法務   知的財産戦略と法実務  対行政のビジネス法務  労働関連法務 
 
Ｍ＆Ａと事業・組織再編  金融市場と法 
 
経営法務特別研究「財政‣税務行政とその課題」(2024 年度休講) 

特別講義 

特別講義（実践・変革マネジメント論）  特別講義（金融行政とその課題） 
 
特別講義（ネットワーク時代のセキュリティとガバナンスを考える）（2024 年度休講） 
 
特別講義（ヘルスケア制度・行政論） 

フィールドラーニング（戦略１）  フィールドラーニング（戦略２） 
 
フィールドラーニング（ﾓﾝｺﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ）（2024 年度休講） 
 
フィールドラーニング（カスタマー・リレーションシップ・マネジメント） 
 
フィールドラーニング（流通・営業戦略） 

方方法法論論    
第 1セメスターから 

履修可 

研究方法論基礎  社会調査法  ケース研究法 

ププロロジジェェククトト研研究究科科目目  

 ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究ⅡⅡ  各各４４単単位位  ２２科科目目８８単単位位必必修修  

 論文 
課題研究 

各各４４単単位位  選選択択科科目目  

※ ファイナンス特別研究は、開講予定はない為、（）内のテーマは未記入 

★(FL)：専門科目（新興国ビジネス戦略、ヘルスケア産業論、マーケティング・コミュニケーション）にもフィールドラーニングの要素が含まれています。 

※ 配当年度が下の科目も履修可能です。例：２年次でも専門科目等は履修可能です。 

※ 各分野の特別研究、特別講義として開講される科目については、各年度に発行される「授業時間割」を参照のこと。 

※ 一部科目は２０２４年度のみ開講や２０２５年度以降開講の科目を含みます。また、年度によって休講となる科目や、科目が新設される場合もありますの

で、必ず各年度に発行される「授業時間割」を参照のこと。 

※ 基礎科目の全科目 7科目 14 単位及び「アアンントトレレププレレナナーーシシッッププととビビジジネネススププラランンニニンンググ」」１科目２単位は、すべて必修科目です。 
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授授業業おおよよびび履履修修ににつついいてて  

１１．．授授業業開開講講ににつついいてて  
授業は、平日夜間・土曜日・日曜日は１時限１００分授業１４回で実施され、２コマの連続開講の

時間割です。授業はプロジェクト研究を除いて学期（セメスター）をそれぞれ前半・後半に分けて

（ミニセメスター）開講し、約２ヶ月で完結します。 

 
（（１１））２２００２２４４年年度度授授業業日日程程  

      【【前前期期】】                                      【【後後期期】】  
 
   
 
 
  
 
 
 

 
 

①各ミニセメスター（Ｍ１～Ｍ４）毎にそれぞれ補講期間があります。 

②上記は補講期間を含むため、重複している期間があります。 

③前期・後期それぞれの開始前に学習指導期間があります。 

 
（（２２））授授業業時時間間  

       平日（火曜日～金曜日） １８：３０～２２：００（６～７時限） 

  土曜日          ９：００～２０：０５（１～６時限） 

  日曜日         １０：００～１７：３０（１～４時限） 

２２．．履履修修ににつついいてて  
（（１１））履履修修申申請請  

各セメスターのはじめ（４月・９月）に、そのセメスターに履修しようとする授業科目につい

て、指定された期日までに履修申請を行わなければなりません。履修申請はインターネット上

（Cplus）から行っていただきます。詳細は、入学時に配付する「履修要項」をご覧ください。 

ネットワークやご自身の操作環境によって正常に処理されない場合もあるので、履修申請後、

必ずログアウト・再ログインし、履修申請画面から申請結果・状況を再確認ください。意図せ

ぬ登録がされていないか確認するため、履修申請確認期間内に Cplusの履修申請画面について、

紙でプリントアウトもしくはスクリーンショットで必ず保管してください。また、その期間の

履修申請画面の保管がない場合は、いかなる理由であっても追加や変更等の相談には一切応じ

られません。 

もし、履修の申請について、ご自身で Cplus に登録した履修申請内容と異なるなどの疑義があ

るようでしたら、公式ホームページの問い合わせより、履修申請確認期間内にお申し出ください。 

2024 年度の履修申請スケジュールは次のとおりです。 

４４月月１１日日～～９９月月２２００日日  ９９月月２２１１日日～～３３月月３３１１日日  

【【M１１】】 
４４月月２２日日～～  

６６月月７７日日  

（（補補講講期期間間含含））  

【【M２２】】 
６６月月８８日日～～  

８８月月２２日日  

（（補補講講期期間間含含））  

【【M３３】】 
９９月月２２１１日日～～  
１１１１月月２２２２日日  

（（補補講講期期間間含含））  

【【M４４】】 
１１１１月月２２３３日日～～  
１１月月３３１１日日  

（（補補講講期期間間含含））  

※※春春季季集集中中  

※冬季休業を含む 
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【前期】 履修申請期間： ４月 ２日～ ４月 ７日（Ｍ１・Ｍ２科目登録） 

Ｍ１ 履修中止期間・履修申請確認期間： ４月１２日～ ４月１４日 

 Ｍ２ 履修変更期間： ６月 ８日～ ６月１４日 

  ※M2 の科目に限り追加･変更可能 

 履修中止期間・履修申請確認期間： ６月１９日～ ６月２１日 

 成績発表（予定） ８月下旬～９月上旬 

  ※具体的な日付は、学期末に Cplus にて公表します。 

【後期】 履修申請期間： ９月２１日～ ９月２７日（Ｍ３・Ｍ４科目登録）

Ｍ３ 履修中止期間・履修申請確認期間：１０月 ２日～１０月 ４日 

Ｍ４/ 

   春季集中講義 

履修変更期間： １１月２３日～１１月２９日 

 ※M4/春季集中講義開講の科目に限り追加･変更可能 

 履修中止期間・履修申請確認期間：１２月 ４日～１２月 ６日 

 成績発表（予定） ３月上旬 

  ※具体的な日付は、学期末に Cplus にて公表します。 

※夏季集中講義や春季集中講義は、授業開講の特性上、授業に出てから履修中止することはできません。 

 
（（２２））履履修修単単位位上上限限ににつついいてて 
  学期（セメスター）ごとに、履修単位上限を設定しています。 

 
 
 

 
 

 

＊第１セメスター   ４月入学生：前期（M1、M2）、９月入学生：後期（M3、M4） 

（注）第１セメスターでは、あくまで１２単位を推奨するが、アドバイザーと相談の上、許可を 
得られた場合には、１６単位まで履修を認める。 

 
（（３３））履履修修パパタターーンン例例  

第１セメスター：６科目＝最高履修単位１２単位を２つのミニセメスターで平均的に履修する場

合、一つのミニセメスターで３科目＝６単位履修することになります。基礎科目、発展科目を  

中心として時間割を組み立てる場合、以下のパターンが例として考えられます。 
 

セメスター 第 1 セメスター 第２セメスター 

４月/９月入学 Ｍ1/Ｍ3 Ｍ2/Ｍ4 Ｍ3/Ｍ1 Ｍ4/Ｍ2 

土曜 1・2 限 人的資源管理論 or 

マーケティング戦略論 

企業会計とファイナンス

の基礎 or 経営法務概論 

人的資源管理論 or マー

ケティング戦略論（履修

していない方を履修） 

企業会計とファイナンスの

基礎 or 経営法務概論(履

修していない方を履修) 

土曜３・４限 経営戦略論 リーダーシップコア 発展科目 発展科目 

平日or日曜日 発展科目 or 専門科目 現代社会の経済学 or  

発展科目 or 専門科目 

発展科目 or 専門科目 現代社会の経済学 or  

発展科目 or 専門科目 

 

※どちらを履修するかは M1 と M2 でどのような発展科目や専門科目を受講したいかによって決めてく

ださい。例えば M1 でマーケティング戦略論を履修していない方は M1 と M2 ではマーケティング分野の

発展科目や専門科目を履修することはできません。 

第１セメスター 
１２単位 
（１６単位） 

 
第２セメスター 

１６単位 

 
第３セメスター 

１６単位 

 
第４セメスター 

１６単位 

最最高高履履修修単単位位数数  
  

６６４４単単位位 
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３３．．ププロロジジェェククトト研研究究ににつついいてて  
（（１１））履履修修ににつついいてて  

「プロジェクト研究Ⅰ」の単位を取得しなければ、「プロジェクト研究Ⅱ」を履修すること

はできません。また、「プロジェクト研究Ⅰ」と「プロジェクト研究Ⅱ」の並行履修はできま

せんので、ご注意ください。また、複数の「プロジェクト研究Ⅰ」、「プロジェクト研究Ⅱ」を

履修することはできません。 
 

（（２２））時時間間割割  

原原則則ととししてて、、「「ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ」」ははいいずずれれもも土土曜曜日日５５・・６６時時限限にに開開講講いたしますが、   

所所属属すするるププロロジジェェククトト研研究究がが決決定定ししたた時時点点でで、、担担当当教教員員とと時時間間割割をを調調整整ししてていいたただだききまますす。。  

「プロジェクト研究Ⅱ」の時間割についても、「プロジェクト研究Ⅰ」同様、担当教員と履修

者との調整により、決定いたします。 

 

詳詳細細ににつついいててはは、、第第 22 セセメメススタターー後後半半にに配配布布いいたたししまますす募募集集要要項項ににてて、、担担当当教教員員おおよよびびテテーーママ、、

定定員員、、選選抜抜方方法法等等ををごご案案内内いいたたししまますす。。 

＜＜ププロロジジェェククトト研研究究担担当当者者一一覧覧＞＞    
【【22002244 年年度度ププロロジジェェククトト研研究究  授授業業担担当当教教員員一一覧覧】】    

＊分野別、担当教員名 50 音順 

 

主に 2023 年度 4月入学生対象 主に 2023 年度 9月入学生対象 

 科 目 名 ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究 IIII  ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究 IIII  

 開 講 期 間 22002244 年年度度前前期期  22002244 年年度度後後期期  22002244 年年度度後後期期  22002255 年年度度前前期期  

 開講曜日時限 曜日 時限 曜日・時限 曜日 時限 曜日・時限 

戦略 

生 稲  史 彦 土 ５・６ 

プロジェクト研究 II の時

間割は担当教員と調整

の上、決定します。 

土 ５・６ 

プロジェクト研究 II の時

間割は担当教員と調整

の上、決定します。 

犬 飼  知 徳 土 ５・６ 土 ５・６ 

新 藤  晴 臣 土 ５・６ 土 ５・６ 

竹 田  陽 子 土 ５・６ 土 ５・６ 

露木  恵美子 土 ５・６ ― ― 

遠 山  亮 子 土 ５・６ 土 ５・６ 

真 野  俊 樹 土 ５・６ 土 ５・６ 

マーケティング 中 村  博 土 ５・６ 土 ５・６ 

人的資源管理 
島 貫  智 行 土 ５・６ 土 ５・６ 

高 村  静 土 ５・６ 土 ５・６ 

ファイナンス 

石 崎  篤 史 土 ５・６ ― ― 

宮 永  雅 好 土 ５・６ ― ― 

石 島  博 ― ― 土 ５・６ 

経営法務 
杉 浦  宣 彦 土 ５・６ ― ― 

吉 田  愛 土 ５・６ ― ― 

 

※石崎篤史、宮永雅好、吉田愛については、特任教員のため 2024 年度後期プロジェクト研究の募集は行いません。 

※石島博（法務研究科）は、プロジェクト研究Ⅰ（2024 年度後期）、プロジェクト研究Ⅱ（2025 年度前期）、の授業を担当します。 

※露木恵美子、杉浦宣彦は、2024 年度後期研究促進期間のため、当該期間のプロジェクト研究の授業は担当しません。 
 

◆◆  注注  意意  ◆◆  

ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠのの開開講講日日、、開開講講時時限限ににつついいててはは、、原原則則土土曜曜日日５５・・６６限限ととししてていいまますす。。

ププロロジジェェククトト研研究究 IIII のの時時間間割割はは、、担担当当教教員員とと調調整整のの上上、、決決定定ししまますす。。  

＜＜ププロロジジェェククトト研研究究担担当当者者一一覧覧＞＞    
【【22002244 年年度度ププロロジジェェククトト研研究究  授授業業担担当当教教員員一一覧覧】】    

＊分野別、担当教員名 50 音順 

 

主に 2023 年度 4月入学生対象 主に 2023 年度 9月入学生対象 

 科 目 名 ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究 IIII  ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究 IIII  

 開 講 期 間 22002244 年年度度前前期期  22002244 年年度度後後期期  22002244 年年度度後後期期  22002255 年年度度前前期期  

 開講曜日時限 曜日 時限 曜日・時限 曜日 時限 曜日・時限 

戦略 

生 稲  史 彦 土 ５・６ 

プロジェクト研究 II の時

間割は担当教員と調整

の上、決定します。 

土 ５・６ 

プロジェクト研究 II の時

間割は担当教員と調整

の上、決定します。 

犬 飼  知 徳 土 ５・６ 土 ５・６ 

新 藤  晴 臣 土 ５・６ 土 ５・６ 

竹 田  陽 子 土 ５・６ 土 ５・６ 

露木  恵美子 土 ５・６ ― ― 

遠 山  亮 子 土 ５・６ 土 ５・６ 

真 野  俊 樹 土 ５・６ 土 ５・６ 

マーケティング 中 村  博 土 ５・６ 土 ５・６ 

人的資源管理 
島 貫  智 行 土 ５・６ 土 ５・６ 

高 村  静 土 ５・６ 土 ５・６ 

ファイナンス 

石 崎  篤 史 土 ５・６ ― ― 

宮 永  雅 好 土 ５・６ ― ― 

石 島  博 ― ― 土 ５・６ 

経営法務 
杉 浦  宣 彦 土 ５・６ ― ― 

吉 田  愛 土 ５・６ ― ― 

 

※石崎篤史、宮永雅好、吉田愛については、特任教員のため 2024 年度後期プロジェクト研究の募集は行いません。 

※石島博（法務研究科）は、プロジェクト研究Ⅰ（2024 年度後期）、プロジェクト研究Ⅱ（2025 年度前期）、の授業を担当します。 

※露木恵美子、杉浦宣彦は、2024 年度後期研究促進期間のため、当該期間のプロジェクト研究の授業は担当しません。 
 

◆◆  注注  意意  ◆◆  

ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠのの開開講講日日、、開開講講時時限限ににつついいててはは、、原原則則土土曜曜日日５５・・６６限限ととししてていいまますす。。

ププロロジジェェククトト研研究究 IIII のの時時間間割割はは、、担担当当教教員員とと調調整整のの上上、、決決定定ししまますす。。  
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【【22002244 年年度度ププロロジジェェククトト研研究究 II  授授業業担担当当教教員員一一覧覧（（予予定定））】】（（分野別、担当教員名 50 音順） 

*応募方法および変更等については、募集時期に交付される「募集要項」を参照のこと 

 

＜主に 2023 年度入学生対象＞ 

科目名 ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠ  

開講期間 22002244 年年度度前前期期  22002244 年年度度後後期期  

分野 担当教員名 

戦略 

生稲 史彦 生稲 史彦 

犬飼 知徳 犬飼 知徳 

新藤 晴臣 新藤 晴臣 

竹田 陽子 竹田 陽子 

露木恵美子 ― 

遠山 亮子 遠山 亮子 

真野 俊樹 真野 俊樹 

マーケティング 中村 博 中村 博 

人的資源管理 
島貫 智行 島貫 智行 

高村 静 高村 静 

ファイナンス 

石崎 篤史 ― 

宮永 雅好 ― 

― 石島 博 

経営法務 
杉浦 宣彦 ― 

吉田 愛 ― 

 

※石崎篤史、宮永雅好、吉田愛については、特任教員のため 2024 年度後期プロジェクト研究の募集は行いません。 

※石島博（法務研究科）は、プロジェクト研究Ⅰ（2024 年度後期）、プロジェクト研究Ⅱ（2025 年度前期）、の授業を担当します。 

※露木恵美子、杉浦宣彦については、2024 年度後期研究促進期間中のため 2024 年度後期プロジェクト研究の募集は行いません。 

 

◆◆  注注  意意  ◆◆  

ププロロジジェェククトト研研究究ⅠⅠのの開開講講日日、、開開講講時時限限ににつついいててはは、、原原則則土土曜曜日日５５・・６６限限ととししてていいまますす。。

ププロロジジェェククトト研研究究 IIII のの時時間間割割はは、、担担当当教教員員とと調調整整のの上上、、決決定定ししまますす。。  
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学
メ

ー
ル

へ
の

ロ
グ

イ
ン

⽅
法

は
次

の
項

⽬
を

ご
確

認
下

さ
い

。
 

AA
に

全
学

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス（
●

●
●

＠
g.c

hu
o-

u.
ac

.jp
）が

表
⽰

さ
れ

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
ア

ク
セ

ス
が

拒
否

さ
れ

る
場

合
は

、
動

画
の

視
聴

期
間

を
ご

確
認

下
さ

い
。

 
授

業
動

画
の

公
開

期
間

は
、授

業
実

施
⽇

よ
り

⼆
週

間
と

な
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、そ

れ
を

過
ぎ

た
動

画
は

全
学

メ
ー

ル
で

ロ
グ

イ
ン

し
た

状
態

で
も

閲
覧

が
出

来
な

く
な

り
ま

す
。

 
 全

学
メ

ー
ル

で
の

ロ
グ

イ
ン

が
完

了
し

て
お

り
、か

つ
視

聴
期

間
内

の
動

画
に

も
関

わ
ら

ず
視

聴
が

出
来

な
い

場
合

は
お

⼿
数

で
す

が
シ

ス
テ

ム
管

理
室

ま
で

ご
連

絡
下

さ
い

。
 

◆
IT

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
（

12
階

）
 

 E
-M

ail
 

 
su

ru
ga

da
i-i

t-t
oia

wa
se

-g
rp

@
g.c

hu
o-

u.
ac

.jp
 

 
 

AA  
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●●
全全

学学
メメ

ーー
ルル

ロロ
ググ

イイ
ンン

⽅⽅
法法

  

①
 [

 h
ttp

s:/
/s

ite
s.g

oo
gle

.co
m

/a
/g

.ch
uo

-u
.ac

.jp
/g

m
ail

/ ]
へ

ア
ク

セ
ス

し
、

 
ペ

ー
ジ

中
段

の
 

Lo
gin

全
学

メ
ー

ル
 

の
バ

ナ
ー

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
下

さ
い

。
 

 

 
 ②

 ご
⾃

⾝
の

統統
合合

認認
証証

IIDD
とと

パパ
スス

ワワ
ーー

ドド
を

⼊
⼒

し
て

ロ
グ

イ
ン

し
て

下
さ

い
。

 

 

 

②②
 

①①
 

③
 全

学
メ

ー
ル

の
メ

ー
ル

BO
X

が
表

⽰
さ

れ
ま

し
た

ら
ロ

グ
イ

ン
完

了
に

な
り

ま
す

。
 

 
  ④

 再
度

動
画

視
聴

ペ
ー

ジ
へ

ア
ク

セ
ス

し
、

視
聴

が
出

来
る

か
お

試
し

下
さ

い
。

 

 

◆
ZO

O
M

に
よ

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

期
間

の
録

画
ビ

デ
オ

公
開

に
つ

い
て

の
注

意
事

項
は

、
Cp

lu
s

メ
ニ

ュ
ー

「
CB

Sに
お

け
る

ZO
O

M
を

使
⽤

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
」

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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●
全

学
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

確
認

⽅
法

 

⼊
学

時
配

布
物

が
お

⼿
元

に
あ

る
場

合
、そ

ち
ら

を
参

照
し

て
下

さ
い

。⼊
学

時
配

布
物

が
お

⼿
元

に
な

い
場

合
は

、
統

合
認

証
パ

ス
ワ

ー
ド

変
更

サ
イ

ト
[h

ttp
s:/

/p
w.

ne
t.c

hu
o-

u.
ac

.jp
/L

og
in

Se
rv

let
]へ

ア
ク

セ
ス

し
て

下
さ

い
。

 
 

 

  ご
⾃

⾝
の

統
合

認
証

ID
／

パ
ス

ワ
ー

ド
を

⼊
⼒

し
ロ

グ
イ

ン
を

し
ま

す
。

ロ
グ

イ
ン

後
、

画
⾯

 

左
上

に
表

⽰
さ

れ
て

い
る

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
が

ご
⾃

⾝
の

全
学

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 

 

 
（

●
●

●
＠

g.c
hu

o-
u.

ac
.jp

）
に

な
り

ま
す

。
 

 

 

 
 

②②
 

① ①
 

こ ち ら に 表 ⽰ さ れ ま す ︒

 

遠遠
隔隔

講講
義義

  受受
講講

上上
のの

留留
意意

点点
  

‧
 

初
期

設
定

で
マ

イ
ク

は
ミ

ュ
ー

ト
に

な
っ

て
い

ま
す

。
話

す
と

き
に

は
マ

イ
ク

を
オ

ン
に

し
て

 
 

 
 

く
だ

さ
い

。
 

‧
 

画
⾯

に
映

っ
て

い
る

こ
と

が
出

席
認

定
の

要
件

で
す

。
カ

メ
ラ

オ
ン

に
し

て
く

だ
さ

い
。

 
‧
 

通
信

量
負

荷
が

⼤
き

く
、

常
時

カ
メ

ラ
オ

ン
で

の
接

続
が

で
き

な
い

場
合

は
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
時

に
 

お
い

て
は

カ
メ

ラ
オ

フ
を

認
め

ま
す

。
 

‧
 

講
義

は
⾃

動
的

に
録

画
さ

れ
、

⼀
定

の
ル

ー
ル

に
よ

り
受

講
⽣

に
公

開
さ

れ
ま

す
。

録
画

ビ
デ

オ
に

は
 

皆
さ

ん
の

顔
と

名
前

が
映

り
ま

す
。

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

仕
様

上
、

講
義

の
前

後
や

休
憩

時
間

中
も

録
画

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
 

‧
 

チ
ャ

ッ
ト

に
書

き
込

む
場

合
は

「
全

員
」

向
け

に
し

て
く

だ
さ

い
。

 
な

お
、

チ
ャ

ッ
ト

の
書

き
込

み
と

書
き

込
み

さ
れ

た
⽅

の
お

名
前

は
⾃

動
的

に
保

存
さ

れ
ま

す
の

で
、

 
 

そ
の

点
を

念
頭

に
書

き
込

み
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

 

講講
義義

のの
録録

画画
ビビ

デデ
オオ

公公
開開

にに
つつ

いい
てて

  

・
 

授
業

の
録

画
は

 履
修

登
録

期
間

ま
で

は
 C

BS
 の

学
⽣

の
み

、
履

修
登

録
確

定
後

か
ら

は
そ

の
科

⽬
の

履
修

⽣
の

み
が

視
聴

で
き

ま
す

。
 

・
 

講
義

の
録

画
フ

ァ
イ

ル
は

２
週

間
で

消
去

さ
れ

ま
す

。
 

・
 

次
回

講
義

ま
で

に
前

回
の

講
義

の
録

画
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

 
・

 
著

作
権

お
よ

び
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
保

護
の

た
め

、
ビ

デ
オ

の
録

画
・

録
⾳

・
画

⾯
キ

ャ
プ

チ
ャ

ー
な

ど
は

 
固

く
禁

じ
ま

す
。

ま
た

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

守
ら

れ
る

環
境

下
で

視
聴

す
る

こ
と

と
し

、
学

外
者

と
⼀

緒
に

視
聴

す
る

こ
と

や
内

容
を

提
供

す
る

こ
と

も
固

く
禁

じ
ま

す
。

 
・

 
こ

れ
ら

は
皆

さ
ん

が
講

義
に

お
い

て
⾃

由
に

発
⾔

で
き

る
環

境
を

守
る

た
め

で
も

あ
り

ま
す

の
で

、
 

ご
協

⼒
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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